








要約:母親が育児に喜びを感じ、楽しく行うには、どのような条件が必要であるのか検討し

た。父親の役割としては、育児を単純に介助するだけでなく、育児についての語り合いが

必要であること、母親の幼児期の体験も重要で、幼児期に抱かれた記憶、添寝の記憶のな

い母親は育児を負担に感じることが多かった。これらの母親は育児についての父親との語

り合いも少なく、このことが関与している可能性もある。 


